
        国際ロータリークラブ第 2730地区 日南ロータリークラブ 

    

      

      

         起承転結 

例会日 毎週水曜日 12：30～   例会場 ホテルシーズン日南 

住所  日南市園田3-11-1   TEL 0987-22-5151  FAX 0987-22-9588         会長 入中英雄 

地域社会の経済発展月間・米山月間 

第3305回例会（第一ホテル） №12 2022.10.12  曇り 

点鐘・国歌・ロータリーソング 12時 30分    「それでこそロータリー」 

四 つ の テ ス ト  甲斐信之 君 

ビ ジ タ ー 中川彰伸 君（宮崎東RC） 

例 会 行 事 昨年度例会100％出席者表彰 

 

会長時間 

イマジンロータリー 

酷暑の夏もようやく終わり、朝夕は秋の気配を感じる季節となりました。気温の変化にはくれぐれもお気を

付けてお身体をご自愛ください。 

秋といえば食欲の秋です。先日は全国和牛能力共進会で宮崎牛が肉牛部門で４回連続となる内閣総理大臣

賞を受賞しました。久しぶりの明るい話題でとてもうれしいです。精魂込めて育ててこられた方々にとっても

喜ばしいニュースでした。 

先日の土曜日に田上ガバナー補佐より宮崎県南部グループのロータリーの活動の充実、発展を図るために、

串間で行われた日南・日南中央・串間ロータリークラブの各会長・幹事の情報・意見交換会に斉藤幹事と行っ

てまいりました。コロナのための会員の減少はやはり深刻な問題との事です。運営に係わることです。日南ロ

ータリークラブも会員増強に努めたいと思います。 

エンド・ポリオ・サイクリング・チャレンジ支援のお願いと、2750地区の宮崎陽一郎ガバナーエレクト・東

京三鷹 RCがロータリー・エンド・ポリオをアピールする目的で北海道宗谷岬から鹿児島県佐多岬まで自転車

で日本縦断という計画を立てられ、10 月 1 日に北海道を出発され、10 月 23 日に鹿児島県に到着される予定

です。宗谷岬から佐多岬まで直線距離だと約1,888．3ｋｍですが、車のナビで検索してみると、2,761ｋｍに

なります。時間にして自動車では休憩なしで38時間かかります。これを自転車に換算すると時速 20ｋｍとし

て約 138時間になります。一日 6時間走ったとしても走行距離は 120ｋｍで全行程は 23日かかる予定です。

都合のつく方は是非佐多岬までおいでくださいとのことでした。 

さて話は変わりますが、先日赤とんぼの群れが自宅の周りを飛んでいました。秋の気配を感じたところで

す。夕暮れ時に多くのトンボが群れで飛ぶことを黄昏飛翔と言うそうです。最近ではあまり見ないなと思って

いました。調べてみるとやはり地球温暖化・水辺の減少などが考えられるようです。全国で激減するアキアカ

ネというトンボが1／1000に減少しているようです。トンボは稲の害虫ウンカとか蚊を食べてくれます。煩わ

しい蚊の幼虫ボウフラもトンボのヤゴが食べてくれます。だから稲作を基幹産業としてきた日本人にとって

トンボは頼もしい昆虫だと思います。 

蚊が増えると刺されてかゆくなるのが本当にいやですよね。デング熱といった話にもなりかねません。トンボ

も人も住みやすい環境が一番なのではないかと思います。 

ちなみに西洋ではトンボのことを『ドラゴンフライ』と呼び悪魔の虫として忌み嫌われているそうです。

トンボ 

は尾に針があり、子どもが嘘をつくと針で舌を縫ってしまう、耳を縫い付けられる、カミソリのような羽で切

り裂かれる等々西洋のトンボにまつわる言い伝えは日本人的には「それはトンボと違うのでは？」と主張した

くなるような怖い話で満ちています。 



余談ですが、皆さんはトンボ鉛筆の社名の由来をご存じですか？トンボ鉛筆の創業は大正2年です。創業

時は創業者の名前から小川春之助商店という名前で開始されました。その後の昭和 2 年にいくつかあった

鉛筆のブランドのひとつでトンボマークの評判が良かったこともあり、小川春之助商店から現在のトンボ

鉛筆に社名変更したそうです。トンボは勝ち虫ともいわれ、昔から縁起のいい虫であり、また日本の呼称を

秋津島ともいい秋津はトンボのことをいいます。昔は今以上にトンボが飛んでいたのでしょうね。そのよう

な理由から日本を代表する鉛筆メーカーを目指したことも社名の由来のひとつだそうです。社名一つとっ

ても深い意味を持つのだなあと思いました。 

 

例会行事     昨年度例会100％出席者表彰 

 昨年度例会 100％出席者は、飯干、石灘、井野畑、入中、榎木田、鬼束、河野、菊池、黒岩、竹井、田島、

土屋、豊田、野崎、日髙、峰松、宮田、簗瀬、（敬称略）の18人でした。 

 

      河野通郎君 

100％例会出席の御褒美有難うございました。2021年4月21日にホームクラブ100％出席

が切れて 1年半になります。これからもホームクラブ出席 100％を目指して頑張っていき

たいと思います。 

 

 

田島逸男君 

今日は昨年度の100％ホームクラブ出席とのことで記念品を頂き有難うございます。 

昨年はコロナの関係で休会が多かった事と私自身感染予防で他の組織の出張や会議及び

旅行に行かず、自粛したことが100％に繋がったと思います。過去にもホームクラブ100％

出席の記憶がなく、今年度は既に在籍20年度以上で年齢を加えると規定の８５に達してい

ますので6月例会から「出席免除」を申請承認頂いていますので、将来に亘っても100％出

席の記念品は頂けないことになり、最初で最後の私にとっての快挙でした。 

今後もホームクラブ例会出席に努めたいと思います。出席免除を辞退することが出来たとしても、例会を欠

席する時は、2730地区「ジャパンカレントEクラブ」や他のクラブでのメイキャップ等で100％を目指したいと

思います。 

     飯干 賢君 

松本花屋さんのプレゼント、ありがとうございました。以前は、宮崎アカデミーロータ

リークラブに入っていましたが、その時と同じように、この日南ロータリークラブに入り、

会員の皆さんのお話を聞くことが楽しみで毎回出席しております。ありがとうございまし

た。 

 

     豊田裕康君 

昨年は会長でしたので何とかホームクラブ100％をと思っておりました。途中新型コロ

ナに感染したりしましたが、うまく休会と重なる等して、2012年に入会してまる10年にし

て初めてホームクラブ100％を達成しました。ホームクラブ100％を長年継続されてきた

河野通郎君にならって、今後とも頑張りたいと思います。 

 

 

     竹井崇利君 

昨年度は１回メーキャップをしました。地区の財団セミナー参加を出席扱いにしてもら

いました。 

今年度も100％出席を目指したいと思います。 

 

 

 

 

 



     峰松俊夫君 

例会出席100%のお祝いをありがとうございます。昨今のコロナ禍において、私が例

会に出席する大きな理由はお弁当を含めて昼食を食べるためと言えます。仕事ではウ

イルスを扱うことがありますが、やはり食べていないと集中力が続きません。適時に

休みを取って、昼食を摂るためにも例会は良い目印となっています。  

 さて、コロナ第7波が収まりつつあります。しかし、現在報告されている感染者数

は昨年夏から秋にかけての第5波のピーク時と同じくらいです。昨夏の騒動を考えると、ずいぶんとコロナ

ウイルス感染症への意識が緩んだように感じています。今の社会的な感染対策の緩和は、個人の感染対策が

しっかりできていることを前提としたものであることを十分に意識しておく必要があります。  

 今月になり入国者への水際対策が緩和されました。しかし、イギリスやドイツではBA.5株よりも15%ほど

感染性が高いとされるBQ1.1株の、またインドでは BA.5よりも免疫回避性が高いとされるXBB株の感染者数

の増加が報告されています。株名の頭にXが付くのは組み換え体を意味しています。すなわちXBB株は2つ

の異なるコロナウイルス株が一人に感染して、体内で遺伝子組み換えを起こしたものです。今後、このよう

遺伝子組み換えによる新しいコロナウイルスが生じうることを考慮すると、まだまだ個人の感染対策は必要

であるように思います。感染対策は十分に意識しつつ、ロータリークラブの会員としてwithコロナ時代の新

しい社会生活を皆さんに提案していけたらと考えています。 

 

出席率報告 

  会員数 出席免除 出席定数 ＨＣ出席 ＭＵ 欠席 出席 出席率 

  今 週 29 6 23 17 3   3 20 86.95％ 

 出席免除 清水、渡邊、古澤、落丸、土屋、野崎 

 先取ＭＵ 石灘、上原、菊池 

欠 席 榎木田、村社、日髙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局〒887-0014 日南市岩崎3-4-2 Itten堀川ビル2F創客創人センター内TEL0987-22-3363・FAX0987-22-3515 

会長：入中英雄  副会長：黒岩久登  幹事：斉藤篤史  雑誌会報広報委員長：河野通郎 

雑誌会報広報委員会より   原稿は、ocame@wing.ocn.ne.jpまで送信してください。 
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